
【申請から助成金支払いまでの流れ】

《住宅を改造する工事内容を決めている場合》

申請書提出 ○以下の書類を揃えて提出してください

　(③～⑧は介護保険住宅改修費申請と共通）

　①住宅改造費助成申請書　②相手方登録申出書

　③住宅改修事前確認申請書　　④住宅改修が必要な理由書

　⑤住宅現況図　⑥住宅改造計画図　　⑦工事費見積書

　⑧工事施工前の写真　⑨申立書

※持家でない場合は所有者の承諾の署名が必要です

※昭和５６年５月以前に建築されている場合は、耐震診断が必要です

対象者宅訪問 ○対象者宅を訪問し、対象者の身体状況、自宅の現在の状況、及び住宅

改造計画を確認します

※本人・家族、ケアマネージャー、業者は必ず同席してください

工事内容決定通知 ○審査の結果、助成対象となる工事内容、及び工事に必要な経費のうち、

助成決定通知 市が助成する額について通知します

工事着手 ○助成対象工事について、着手してください

※助成決定通知後に、工事内容に変更があった場合は、随時、新たな図面と

見積書を提出してください

工事完了届 ○工事完了後、以下の書類を揃えて提出してください

①介護保険住宅改修費支給申請書　②工事契約書　③工事費請求書

④工事費領収書　⑤工事施工後の写真　⑥工事完了届　⑦助成金請求書

⑧耐震診断報告書の写し（耐震診断が必要な対象者のみ）

※介護保険制度による給付部分（２０万円）の自己負担額は、領収日時点の

負担割合が適応されます

　負担割合の更新日（毎年８月１日）をまたいで、領収する場合はご注意ください

完了確認 ○助成対象工事が適正に行われているか、写真または訪問にて確認します

助成金振込 ○市が助成決定した金額を振り込みます

※介護保険制度からの支給は、２～３か月後になります

⑴　提出図面について

　平面図で結構ですが、手すり位置（縦・横）や床段差の状況、建具の開き方向などを記入し

　改造部分の現状と改造後が分かるよう作成して下さい。

⑵　見積書について

　工事箇所ごとに分け、さらに工事内容ごとに明細を作成して下さい。



《住宅をどのように改造したらよいかわからない場合》

申請書提出 ○以下の書類を揃えて提出してください

　①住宅改造費助成申請書　②相手方登録申出書

　③住宅改修事前確認申請書　④住宅改修が必要な理由書

　⑤住宅現況図　⑥申立書

※持家でない場合は所有者の承諾の署名が必要です

※昭和５６年５月以前に建築されている場合は、耐震診断が必要です

対象者宅訪問 ○リフォームヘルパーが対象者の身体状況、自宅の現在の状況を確認し、

住宅改造の相談に乗ります

※本人・家族・ケアマネージャー、業者は必ず同席してください

書類提出 ○リフォームヘルパーとの相談によって決定した工事内容について、以下の

書類を作成し、提出してください

　①住宅改造計画図　②工事費見積書　③工事施工前の写真

工事内容決定通知 ○審査の結果、助成対象となる工事内容、及び工事に必要な経費のうち、

助成決定通知 市が助成する額について通知します

工事着手 （以下は、工事内容を決めている場合に同じ）

工事完了届

完了確認

助成金振込

※　リフォームヘルパーとは？

　建築・医療・介護等の「専門職」の立場から住宅改造に関する調査・相談を行う相談員のことです。

　既に改造計画が出来ている場合はその確認を、出来ていない場合は計画作成のためのご提案をします。

　（改造計画が出来ている場合も、そうでない場合も訪問調査を行います）


